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ー プ = px さ IN ー ニ 。。 2014 和 6 月 20 晶 に だ いち 2 号 が 観測 し た 富士 山 の 画像 

- ーー の こ am へ っ gs 光 ヽ と 補 


だ いち 2 号 
を 公開 ! 


2014 年 5 月 24 日 に 打ち 上 げ ら れ た 陸 域 観測 技術 衛星 2 号 


「 だ いち 2 号 」 か ら 、 初 の 観測 画像 が 届き まし た 。 
L バ ンド 合成 開 ロ レー ダ (PALsAR-2*) に より 、 前 号機 の 


(9) 
PALSARGJAXA,METI 


間 E 目 
(A) は 表紙 に 掲載 し た 富士 山 周辺 の 画 
像 で す 。2014 年 6 月 20 日 22 時 56 分 ご ろ 
に 、PALSAR-2 の 高 分 解 能 モー ド ( 約 
3m 分 解 能 ) に よっ て 得 ら れ ま し た 。 観 
測 か ら 得 ら れ た 偏 波 の デー タ を 用 いて 
疑似 的 に カラ ー 化 され て お り 、 大 ま か 
に 緑色 が 植生 、 明 る い 紫 色 や 黄 緑 色 が 
市 街 地 、 暗 い 紫 は 裸 地 を 素 し て いま す 。 
(B) は 、 こ の 画像 の 富士 山頂 付近 を 拡 
大 し た も の で 、(C) の 「 だ いち 」 搭載 の 
PALSAR の 画像 と 比較 する と 、 富 士 山 
頂 に つなが る 道路 や 火口 の 様子 が よく 
分 か り ま す 。 


[だ いち 」 と 比べ 、 よ り 精 密 に 地表 の 様子 を 捉え る こと が 


可能 に な り まし た 。 一 般 利 用 者 へ の 提供 は 
11 月 下旬 を 予定 し て いま す 。 


2014 年 6 月 19 日 午前 11 時 43 分 ご ろ に 、 
併 PALSAR-2 の 高 分 解 能 モー ド で 得 られ 
_  、 た 伊豆 大 島 周辺 の 画像 を 拡大 し 、[ だ 
画 いち ] で 得 た 標高 デー タ を 用 いて 鳥 農 
- き ル 。 図表 示し まし た (擬似 的 に カラ ー 化 ) 。 

2013 年 10 月 の 台風 26 号 の 大 雨 に よる 
大 大 規模 な 土砂 崩れ の 跡 は 、 約 8 カ月 経 

過 し た 後 で も 見 る こと が で き ( 点 線 の 
層 中 の 暗く 見 える 場所 ) 、 ま だ 植生 が 回 復 

し て いな いと 考え られ ます 。 


選 ※PALSAR-2 は 、 地殻 変動 や 地球 環境 の 監視 に 適し た L バ ンド の 周波 数 を 用 いた 衛星 搭載 の 合成 開 


右 は 、2014 年 6 月 20 日 22 時 54 分 ご ろ 、 
PALSAR-2 の 高 分 解 能 モー ド で 得 ら 軸 
れ た 西 之 島 周辺 の 画像 で す 。 同年 2 月 4 

日 に 航空 機 に 搭載 し た L バ ンド 合成 開 
ロレ ー ダ (Pi-SAR-L2) で 観測 し た 画像 際 
( 堪 ) と 比較 する と 、 約 4 カ月 半 で 島 の 面 

積 が 拡大 し て いる こと が 分 か り ま す 。 こ 

の 観測 が 行わ れ た の は 夜間 で す が 、|「 だ 

いち 2 号 | は 昼夜 や 天候 に か か わら ず 、 噴 

煙 も 透過 し て 地表 の 観測 が 可能 で す 。 


Pi-SAR-L2 PALSAR-2 


レー ダ と し て は 世界 唯一 の も の で 、 昼夜 や 天候 に よら ず 地 表 の 画像 を 取得 する こと が で きま す 。 


表 いち 2 号 」 の 初 観測 画像 が 公開 に な り ま し た 。 
硬 題し バン ド 合 成 明 ロレ ー ダ を 搭載 し 、 炎 害 発 生 
人 時 の 汰 況 所 握 や 森林 伐採 監 穏 、 オ ホー ツク 
海 や 極 域 の 海水 観測 な ど に 貢献 する こと が 期 
待 され て いま す 。 観 測 画 像 の 解説 ペー ジ で その 精度 を ご 覧 
くだ さい 。 そ し て 皆さま お 待ち か ね 、 若 田 光 一 宇宙 飛行 士 
の 地球 帰還 後 初 の 1 ンタ ビュ ー を お 届け し ます 。 ク ルー や 
地上 管制 局 と 密 に コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取り 、 ど の よう な 
成果 を 挙げ た の か 、 約 6 カ月 の 長期 在 を 振り 返り まし た 。 
き て 、 千 葉 県 の 幕張 メッ モ で [宇宙 博 2014 一 NASA・ 
JAXA の 挑戦 ] が 開催 中 で す 。JAXA の 展示 ブー ス 
に は 「 き ば ぼう] 日 本 実験 棟 の 実物 大 モデ ル 
や 、 小 感 時 探査 機 「 は や ぶさ 」 が 持ち 帰 
っ た イト カワ の 微粒 子 な ど が 展示 
され 、 日 本 の 宇宙 開発 の 最前 線 に 
航 れ る こと が で きま す 。 本 誌 8 
11 ペ ー ジ で 展示 の 様子 を ご 紹 
介し て いま す の で 見 学 の 参考 に 
し て いた だ き 、 ご 来場 を お 待ち 
し て お り ま す 。 


INT は ロロ ロリ ロビ TIOMN 


JAXA's で は 、 
JAXA が 取り 組む 3 つの 分 野 で の 活動 を 
ご 紹介 し て いき ます 。 
安心 ・ 安 全 な 社会 を 目指 す 
宇宙 技術 を 通し て 日 本 の 産業 に 貢献 する 
宇宙 の 謎 や 人 類 の 活動 領域 の 拡大 に 挑む 
で す 。 
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13_ 
「 だ いち 2 号 , 初 画像 を 公開 ! 


基 田 字 宙 飛行 上 イ ンタ ビ ピュー 
「 チ ー ム の 信頼 を 得 て 、 
一 体 と な っ て 仕事 が で きた 」 


宇宙 飛行 十 


1 
新 事業 促進 セン ター の 取り 組み 
冷却 ベス ト か ら 塗 る 断熱 材 まで 
宇宙 技術 で 実現 し ます 。 
新 事業 促進 セン ター セン ター 長 
同 ・ 産 業 促進 グループ グル ー プ 長 
司 ・ 新 事業 グル ー プ グル ー プ 長 


華 選 
アポ ロ 世 代 か ら は や ぶさ 世代 まで 
「 宇 宙 博 2014」 へ よう ご こそ! 


月 の 裏側 で 探る 
月 誕生 の 舞台 裏 


宇宙 科学 研究 所 太陽 系 科学 研究 系 助教 


月 の 砂漠 に オア シス を 
越 夜 の 技術 と 戦略 


月 : 惑 性 探査 プロ グラ ム グ ルー プ 研究 開発 室 室長 


1e 

飛行 状況 再現 、 乱 気流 検知 、 着 水防 止 
現場 の 声 が 

空 の 安全 を 生み 出す 


日 本 航空 株 式 会 社 安全 推進 本 部 安全 企画 グル ー プ マネ ジャ ー 
同調 査 役 機長 
同調 査 役 機長 
同調 査 役 機長 


広報 レポ ー ト 
宙 博 2014」 開 幕 ! 


宇宙 科学 研究 所 教授 宇宙 科学 広報 ・ 普 及 主幹 
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「 イ トカ ワ 」 の か けら 

世界 で 初め て 小惑星 か ら の 上 シ プ ル リ 
ター ン を 成し遂げ た 「 は や ぶ き 探 査 機 
の 実物 大 モデ ル や 、 小 惑星 「 イ トカ ワ ] 
の 微粒子 の 義 物 を 展 革 節 生 は 
定 展示 誠 納 60 信 

誠 k の 成果 を ご 覧 くだ さい 。 


歩 が 記さ れ 、 そ の 後 、 
17 号 まで 6 機 が 打ち 上 げ デン 
着陸 船 の 乗員 室 や 「 ア ポロ 17 号 」 


司令 船 は 実物 大 モデ ル 、 司 令 船 の 上 に 


広げ られ た パラ シュ ュ ド は 、「 ア 民 回 1 
号 」 が 太平 洋 に 着 水 し た と き に 使 
実物 で す ぁ 


人 、 
= で L_ 


2 和 ] 中 
5 [2 17 有 1 人 パラ シュ ー ト 


ィ ア 9 
ン 2 


の: 拓 デー ャ ー 
ェ デ ニー と 


月 着陸 船 の 乗員 室 


2014 へ 


最後 の スペ ー ス シャ トル 

NASA が 開発 し た 世界 初 の 再 使用 弄 
宇宙 機 スペ ー ス ジャ トル は 、 国 際 宇 宙 ス 
テー ショ ン の 構成 要素 師 輔 給 品 の 

搬 、 軌 道上 で の 宇宙 実験 想 ど に : 

まし た 。 ミ ッ シ ョ ン の 最後 を 飾っ た 昌 

ン テ ィ ス 」 の 先頭 部 分 の 実物 太 

は 、 キ ャ ビン 部 分 だ け で 

き 9ms 高 さ 4.6m の 大 迫 カ で す | 則 


Se 
= 実物 大 モデ ル は 室内 に レン 


て み まし ょ う 。 


国内 最大 級 の 宇宙 イベ ント 「 宇 宙 博 2014ーNASA・JAXA の 挑戦 」 が 
幕張 メッ セ で 開催 中 で す 。 広 大 な フロ ア に は 、 ア ポロ 計画 で 使用 され た 
月 着陸 船 や 、 火 星 探査 機 「 キ ュ リ オシ ティ |、 そ し て 「 き ぼう 」 日 本 実験 
棟 の 実物 大 モデ ル 、「 は や ぶさ 」 が 持ち 帰っ た 小惑星 イト カワ の サシ 
| プル (まめ ) な ど 約 500 点 が 展示 され て いま す 。 こ れ か ら 足 を 運 ぼ うと いう 
た め に 、 ほ ん の 一 部 で す が 見 どこ ろ を ど 紹介 。 宇 宙 へ 憧れ た 「 ア 
ポロ 世代 」 か ら 、 宇 宙 を 身近 に 感 誠 天 届 ま 3 昌代 」 ま で 、 多 く の 
方 々 に 最高 の 宇宙 体験 を お 届け 人 表 


太陽 の 力 で 進む 宇宙 の ヨッ ト 
小型 ソー ラー 電力 セイ ル 実 証 機 [IKAR 
OS」 は 、 超 薄膜 の 帆 を 広げ て 大 陽光 圧 
を 受け て 進む 宇宙 船 で す 。2010 年 に 
打ち 上 げ ら れ 、 セ イル に よる 加速 や 軌道 
制御 な どの ミッ ショ ン を 世界 で 初め て 実 
証し まし た 。 展示 され て いる セイ ル の 実 
物 は 1 辺 が 約 14m の 正方 形 で 、 膜 は 
7.5um (髪の毛 の 太 さ の 1/10) と いう 
薄 さ で す 。 


日 本 の 宇宙 開発 の 足跡 

系 川 英夫 博士 に よっ て ペン シル ロケ ッ ト 
の 発射 実験 が 行わ れ て か ら 半 世紀 、 日 
本 の 宇宙 開発 は 目覚 まし い 発展 を 遂 
げ 、 国 産 ロ ケッ ト で 地球 観測 衛星 や 探 
査 機 を 打ち 上 げ 、 宇 宙 に 実験 室 を 建て 
る まで に な り ま し た 。 実物 資料 な ど を 交え 
て 宇宙 開発 の 歴史 を た どり ます 。 


ペン シル ロケ ッ ト 
311 ( 呈 Y 【 


ぐ : 


レン < ツン ニ < ウ と 、SR ps 


プン 


| ーー 


ま 
委 ま 選 
央 『 


ーー ー 
eeeereerme 一 


宇宙 へ 導く ロケ ッ ト エ ンジ ン 
日 本 の 主 カ ロケ ッ ト で ある 日 THA HL:TB 


ロケ ッ ト を 支 先 第 1 段 エ ンジ ン LE- 。e 


7Al と 、 1990 年 代 に H-T ロ ケッ ト の 打 . 
ち 上 げ を 支え た [LE-7] の 実物 を 展 
示 。 HIB ロ ケッ ト で は [LE-7A] を 2 台 
使用 し 、 宇 宙 ス テー ジョ ン 科 給 機 [こう 
の と り ] の 打ち 上 げ が 可能 に な り まし た 。 


ン テ に 


= 
「 か ぐ や 」 


の ナゾ に 迫る 


され た 月 周回 衛星 「 か ぐ や ] 
模型 と と も に ご 紹介 。 また 』 
査 に 向け て 研究 が 進む 探査 ロー バ 
の 陽 右 (国立 極地 研究 所 所 蔵 ) 


火星 に 生命 の 存在 を 探る 

2012 年 の 火星 着陸 か ら 2 年 目 を 迎え る 
「 キ ュ リ オシ ティ ] 。 土 や 岩石 の サン プル 
の 解析 か ら 、 か つて 生物 が 生息 可能 な 
環境 だ っ た こと や 、 過 去 の 河床 の 跡 な ど 
を 発見 し 、 現 在 も 探査 を 続け て いま す 。 
NASA 製 作 実物 大 モデ ル 機 は 、 米 国外 
で 初め て の 展示 と な り ま す 。 
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で 6@ 公 和 い @ 丸 介 諾 包 約 巨 ち り か 
が % つ 羽 全 人生 と を 」 MyG 丸 人 條 一 
ふ 公 喧 で to つい 8 で お ぐら (人 5 
入選 も 頑 中 いっ to つり やら や 
り 96 ら G 諾 包 ら 9 で 守り つつ 人 余 
中信 が つ 選 介 " 
ー  Q ら どー の 吐 編 所 中 畠 つつ 
GS ゆな 倒 | 現 還 窒 つ お 個 近 己 息 


固 み seo りり 7 憶 管 記 重 めじ っ 妹 


党 
3 
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っ の so 時 で う つの 抱 江 りら 2keGP 中 


大 竹 真紀 子 
宇宙 科学 研究 所 
大 系 科学 研究 系 助教 


OHTAKE Makiko 


SG 也 っ 並 半 り 翌 句 公 家 演 つら っ 
*@ りつ 公選 会 りお GS つり っ ゃ 接 守 頻 
US 

ーー 緒 引 則 容 G 式 党 全 宮 尺 明 っ つり 
\Qs ら 季 や らっし っ GSte SN ル ・ 不 
ー ふ と へ 全 ら か っ お " w 宮 公定 ピロ 
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KO SASIN こ IS 
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地層 の 村 先 で 条 員 挑 の っ 心 提 人 RI ら や 
% り っ 6 の 系 虹 贅 yeSG 問 
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ら か cs) かがり 7 只 りら cosoG96 人 5) 
【 SE へ 必 さ G 選 的 倒 三 っ りつ 倒 呈 で 
宮 り っ 妨 会 で りゃ" の mmG 條 一 系 史 下 
*Q-J EG 協 憶 人 析 宮 ぐ 抵 で 革 選 や 
| 中 Y KA ふさ G 選 獅 会 垢 ン 辻 悪 
ロラン ロ で 圭 明 宮 選 ン てき ぐら っ が 6 
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民 だ oe 引 2U20 2 
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ら つ お ) つ 全 つゆ w 有 で 8 「 全 シ 衛 1G 條 
ー ふ 55 給 刻 らら ポ " 

ーーS 定 " 下 G 時 喜 じ 喘 宮 翌 編 倒 革 
で お G ら つ ゃ ym 

ーー ポ 列 10G 四 編 り セ 叙 翌 沿 余 
寂 堅 つ いら ン sk@ っ 抽選 っ が や 親 癌 / 
翌 稀 の 臣 の つい ロビ セ NN【・ ポ ー ふ を 
へ 公 地 坦 つ りう っ ぷ つね" 
層 徐 写っ りく omG 拉 塞 沈 翌 窟 信 
で ぐ ぐ 可 @ 信 完全 完全 年 Q 生 る つ 守 
で 搬 下り 選 く いし 現 携 全 地 StQ" ky 
丸 人 SG 押 吉 の 村 吉 @ 表 押 提 つい ロ 
下 拉 屈 押 宮 会 ゞ 朝 宮 SYS ャ tG 揚 
で 全 ら か 所 つ 搬 ぐ 恒 選 ら 年 Q じ 褒 現 


Am 本 KG っ )" 


了 公 りか xo ち で oxo Av で で 篤 旬 宮 ら 
吾 で いり 翌 統 全 年 で で お やら 人 守っ 会 
つら っ が や "人 技 全 へ ャ 眉 條 尿 
計 ( ゆ 上 の ) G 人 トー ふも や 吐 ぶさ 記 ねー 
ふさ G 喘 つの LGS 人 一 尿 居 択 各 可 で 
いり G い 計 球 蝶 公 YS で 丸 全 SO 公 
刻々 必要 い ひら っ が 6 生 " 直ら か 
る 雇 中 更生 ト さら 咽 信 る 守っ くつ 


ぐり っ:Q 全 さら 


肛 K 愉 @ 壮 や G 列 虹 器 ロ い 人 S 公 6 と 
ーー めで 父 蛋 章 つ 玉生 と を 」S 
ミト く へ と ャ ペー 公 を (性 ご ) GS 


ー ふ 35” 尼 倒 忠生 ws つ 尺 全 


側 で 探る 月 半生 の 色 


な っ て 溶け た 岩石 


ー「 戸 J/m 8 
が た まっ て いた 領域 だ と 推定 され る 。 


( 


ゝ 旦 


ある 大 き な 白 い 円 で 囲ま れ た 領域 に は 円 


され た 物質 を 表す 。 画像 中 央 の や や 右 下 
の 外側 と は 異な る 種類 (色合い ) の 岩石 が 


分 布 し 、 衝 突 時 【 


( 


【 サ ウス ポー ル ・ エ イト ケン 盆地 内 部 の 地質 】 
「 か ぐ や 」 の MI デー タ を 使っ て 作成 し た カラ ー 
合成 画像 。 色 の 違い は 岩石 の 種類 、 自 い 
円 や 椿 円 は クレ ー タ や 盆地 を 表し て いる 。 
部 物質 が 掘削 、 放 遇 


オレ ンジ 色 は サウ スポ ー ル ・ エ イト ケン を 


作っ た 衝突 で 月 の 内 


ミッ ショ ン が 終了 し て S 年 。 


月 周回 衛星 「 かぐや 」 の 


温度 高 1 温度 低 


表側 | 裏側 
終 的 に は 表側 まで 冷え て 


最 
地殻 が で きる 。 
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導 や Se" WWG 衣 選 ら 中 襲っ 47 
USA EEEESYEY 
つり つ ゅ ひつ 付 7 束 e557 芸 才 ら 
公 補 ン ( 箇 守 ye) の 聡 玉 会 愛 ve 誠 
収 団 休 ポ ン SeoS 人 の つい 穴 革 ぐ 
H へ ヘー ロ ー ミ 公 震 つ ン SNeG 選 7 

m で 婁 で 握 井藤 項 公 許 交 麗人 
っ ぃ 著 凌 了 電 租 『 代 スー 軒 
3/ 刻 考 G 抑 茶 先 敵 め 人 り 率 べ へ へ S つ 
凡 選 密生 り 半 上 訪 艇 寄生 ト で へ 人 
nx@ りつ や 覆 茶 各 癖 と 「 遂 折 え 環 可 ] 
を 是 掲 強 GS 町 を 某 和 PA 先生 
*e 「 切 掲 敵 過 補 1 へ 公表 四宮 
2) 公 人 穫 KG 
「 隔 ※@ 妹 坪 じ 3” 近 ※ 貴 用 信 
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wwtwNtttttttt ! 


3③! 


*e 葵 4m 里 電光 志門 SO 史 軽 定 つ 里 回 
ぬ 記 こら っ が や 倒 / 拒 球 普 証 会 求 js で 
いじ 20 で や や" 抽 究 並 本 公路 マン つ び 
全 で 共和 納会 つり ン 有 SynS 六 還 倒 
も ね で 特 親 召 例 ら % ヤ | へ 下 析 
ENEScIL を aiEXX 誠 

HH KN で へ つら 丈 写 諸 二 で っ 失 
て P 和 公 " 元 褒 り 人 人 突 栄 想 
村 人 る ヾ で 突 ママ で リロ 宗 起 *@ の りつ) 
り 2820 で AoG 余人 SO 

王 貴 キー5/「 穴 音 " 撮 穫 央 
S 医 国 G ボ ボン 会 定 K 糧 SG の "を 飲 選 
宮 屋 坦 扱 揚 を *Q 前 直り 寮 十 つ じ っ ぷ 
セコ 腸 *G as 人 8 で ロタ ネーG 抵 択 角 
和み 掴 較 押 各 計 忘 *o 表 填 せ いっ xp" 
"で 区 で 失 で 作 二 渦 に 十 ぐ 前 笠 部 
冊 門 填 SQG 中 活 全 直 信和 や KeG ら 3 
こっ 心 握 Ro 皇 お ” 了 4 電 じ 玩 だ 
RHG 交 人 宙 や eo お 人 る リー ニゴイ 区 ゴウ 
324 っ o 窟 只 ぐ 6 リー 人 KK 各 抽 天宮 党 
つ ^ 寺地 王 H 表 守 つ 以 衝 で や も お話 人 
名 貴史 半 合 いっ ン " 


っ 信 つ っ 


徳 頭 マネ ジ 


呈 う 


息 


左 か ら 、 日 本 航空 株 式 会 社 安全 推進 本 
ャ ー、 岡 島 泰彦 調査 役 機長 、 宮 地 秀 明 


調査 役 機長 、 蔵 橋 隆 志 調 査 役 機長 


* 安 全 企画 グル ー プ 中 


吉 
に | 


こよ っ て 水 が は 


機体 主 細 の 芽 氷 例 (上 @⑥NASA) 


と 、 特 殊 な コー ティ ング 


じ か れ て いる 様子 ( 下 ) 
※2 照射 し た レー ザー の 反射 光 か ら 、 波 長 変化 に よっ て 対象 物 の 位置 な ど を 検出 する 装置 


わた っ て さま ざま な 飛行 デー タ を 記録 する 装置 。 


※1 Quick Access Recorder。 長 時 間 ! 


イグ 


ロロ ロリ JE ビビ T 


INF ロ RMIATIOIN 実物 や 模型 で 宇宙 開発 の 歴史 を た どる 


NASA の 展示 は 実物 大 模型 が 中 心 で 、 米 ソ 冷戦 体制 
下 で 技術 力 の 象徴 と し て 急 ピ ッ チ で 進め られ た 宇宙 開 
発 に つい て 、 特 に 有人 宇宙 開発 に 重点 を 置い て 展示 し 
て あり ます 。 ア ポロ 17 号 の 司令 船 (実物 大 模型 ) と パ 
ラ シ ュ ー ト (実物 )、 月 着陸 毅 の コッ ク ピ ッ ト (実物 大 
地球 帰還 後 模型 )、 月 本 車 (実物 大 模型 ) を どの アポ ロ 計 画 関連 や 


クス 日 本 へ 初め て 帰国 スペ ー ス シャ トル の コッ ク ピ ッ ト 部 分 (実物 大 模型 


な ど 、 ど れ も 大 きく 見 応え が あり ます 。 
、 2014 年 5 月 14 日 に 、 約 半年 間 の 長 も ちろ ん NASA の 展示 な の で 紹介 の 仕方 も アメ リ 
_ 期 潜在 を 経て 地球 に 帰還 し た 若田 寄り と な り ま す が 、 ロ ケッ ト 理 論 の 確立 に 始ま り 、 
光一 宇宙 飛行 士 は 、 米 国 や ロシア 人 工 衛星 の 打ち 上 げ 、 動 物 を 乗せ て の 宇宙 飛行 、 地 球 
で の 各種 デブ リー フィ ング な ど に 


重力 圏 の 離脱 、 月 面 へ の 衝突 、 月 の 裏側 の 撮影 、 有 人 
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元旦 に 「 き ば ぼう] 日 本 実験 棟 で 書い た 


書初め を 手 に する 若田 宇宙 飛行 圭 MU ・ S as M ] / 6 と 田 宇宙 飛 Ra 


画像 :JAXA/NASA 


導 


一 


参加 し た 後 、7 月 27 日 に 日 本 へ 一 
時 帰国 し まし た 。 今 後 は 表敬 訪問 
や 一 般 向け の 帰国 報告 会 を 予定 し 


宇宙 飛行 、 宇 宙 遊 泳 、 月 面 へ の 軟着陸 、 無 人 月 サン プ 
ルリ ター ン 、 月 面 探査 車 、 宇 宙 ス テー ショ ン の 建設 な 


「 フ ァ ン ! ファ ン ! JAXA ! 」 で も 展示 レポ ー ト を 掲載 し て いま す 。http://fanfun.jaxa.jp/ 


実物 大 の 「 き ば ぼう 」 模 型 の 窓辺 で 宇宙 飛行 士気 分 を 満喫 中 の ホシ モ 


ど は どれ も 旧 ソ 連 が 先行 し て いた こと は 忘れ て は いけ 


ム 、 ) 
ませ ん し 、 同 様 に 尊 散 さ れる べき こと で す 。 ムキ ム 
@ 帰 国 報告 会 開催 地 の ご 案内 火星 探査 の コー ナー も あり 、 現 在 火星 で 探査 を 行っ ゴー 由 て ます T | 


hfp://iss.jmxa.jp/1opi/2014/07/140704_ て いる 「 キ ュ リ オシ ティ | の 精巧 な 実物 大 模型 が 展示 


briefing_venue.himl 508 の ー『-『- ム / 
一 方 、 今 回 の 日 本 で の 公開 に 合わ せ て 新規 に 作製 し 電 。 


た JAXA の 展示 部 分 は 対極 的 で す 。 例え ば 歴史 の コー 


て いま す 。 


ナー を 構成 する ペン シル ロケ ッ ト (実物 や ベビ ー ロ 「 宇 宙 博 2014ー- NASA・JAXA の 挑戦 」 は 、 
- ケッ ト (実物 ) 、[-48 ロ ケッ ト 6 号 機 部 品 (実物 ) な ど 世界 各国 を 巡回 し て いる NASA 公 認 の 展覧 会 
の は どれ も 小さ な も の で す が 、 低 予算 か つ 軍 事 技術 と 一 "NASA A HUMAN ADVENTURE" を アジ ア で 初め て 開催 する も の で 、 
般 ト 翌 意 半 な うい 似 の 分 宙 開 画 火 上 ま ミ 能 遂 団 れ スタ 期 父 出 信 N2 - > ーー ュ 
ら た 了 う 半 所 し 涼 さ と 和夫 まま 選 で た 飛 2 征 馬 で す ュ カ 行 に 9 上 員 了 間 A0 N 早 。 線 を 画 し な が ら 進 め ら れ て きた 日 本 の 宇宙 開発 を 象 微 JAXA も 共催 し て 幕張 メッ セ の 国際 展示 場 で 開か れ て いま す 。 
二 者 プ ト ビタ い 旬 シン て 所 / 理 他所 土日 け 小 わ ま 0 り 日 た 時 1 9 を 入所 4 E 出 し て いま す 。 L-4S ロ ケッ ト 5 号 機 で 日 本 初 の 人 工 衛星 
し つ ご か 配 は な + ょ ョ は 作 1 ま 解 は 目 て 誤 れ た | | イ 間 人 沖 日 務 調 O 格 年 > お お すみ ] が 打ち 上 げ ら れ た の が 1970 年 2 月 11 日 。 の 歴史 や 現状 が 概観 で きま す 。 
し | の や と 今 い の る 遂 安 0 "を S24 立 寺 機 地 ョ ワ | 渡 E る ぁ で ま 行 時 月 M 生 9 ペン シル ロケ ッ ト か ら 15 年 後 、 そ し て アポ ロ 11 号 に JAXA 展 示 の も う 一 つの 目玉 は 「 き ぼう 」 日 本 実験 醒 
3 半 共 まで る 信人 あら 2 に 半身 の め と ど よろ の ク シマ ィ 敵 記 る 米 た 士 康 ミ 人 由 ゅ よる 有人 の 月 往復 か ら 遅 れる こと 約 半年 後 の こ と で し の 実物 大 模型 で 、 国 際 協 力 に よる 宇宙 開発 を 象徴 する 
2 に て ネ た ェ 」 が た 本 て 中 を 1 1 義 の 中 ル 本 邊 2 ミミ 0 全 ラ 旧 。 を シ と ぁ 1a 飛 た 。 そ し て その さら に 15 年 後 の 1985 年 に 日 本 は 、 旧 展示 と な っ て いま す 。 そ の 他 に も LE-7 や LE-7A エ ン 
ご ど 答 一 ッ S 際 $。 史 が る 8 ャ ジン 四 況 さ で be So 206 8 
ませ あう S 験 |] で す 米 の る を 能 自 シ 練 室 ク ロッ マ わ ョ ら ノー ン 連 (Vega 1、2)、 ヨ ー ロ ッ パ (Giotto) 、 ア メリ カ ジン (実物 や 、 イ プシ ロン ロケ ッ ト の サブ サイ ズ モ ー 
する 企 努 と が ム 星 "探検 れ 目 力 己 = で で エリ シン れ ン 第 電 上 ーー Na 
上 の め の あ で 出 訓 査 た 指 や 管 ン は 行 リ ダ ョ ダ 、 運 18 参 全 (ICE と 1986 年 の チャ レン ジャ ー 事 故に より 失わ れ ター (地上 燃焼 試験 済み の 実物 ) 、 再 使用 ロケ ッ ト ( 飛 
船 う ヽ て 類 る 自 宇 練 計 区 状 し ュ 理 を 集 わ ア 州 ン | 星 用 回 加工 た Spartan Halley) に 交じっ て 「 さ き が け ]「 す いせ 行 可能 な 実物 ) な ど 、 ロ ケッ ト 系 の 展示 も 盛り だ くさ 
い ] で ハレ ー 彗 星 の 国際 共同 観測 に 加わ る こと に な る ん で す 。 
の で す 。 こ の 取り 組み は さら に 1998 年 打ち 上 げ の 火 宇宙 開発 と は 別に 宇宙 の 研究 に 関す る コー ナー も あ 
星 探査 機 「 け のぞみ 」 を 経て 、2003 年 打ち 上 げ の 小惑星 り 、 国 立 天 文 台 か ら は チリ の アタ カマ 高地 で 本 格 運用 
今年 の 夏 は 宇宙 埋 飛 行 士 とし て だ け で は な く 和 宇宙 医 探査 機 「 はやぶさ] へ と つなが っ て いき ます 。 を 開始 し た アタ カマ 大 型 ミリ 波 サ ブ ミ リ 波 生 渉 計 
関連 の イベ ント が 学研 究 の 発展 の た め に 活躍 し て い (ALMA) や ハワイ の マウ ナ ケ ア 山 に 建設 予定 の TMT 
ーー3e ュー IN スー ミ シー ご 林 
上 0 AS 6 人 望 速 鏡 な ど に 関連 する 展示 が 、 ま た 国立 極地 研究 所 か 
星 出 宇宙 飛行 十 満 良 する に は と て ジア の 女性 と し て 初め て スペ ー ス シャ ニー ニム ie eg ョ 5 し 計時 た 耳 石 が 
ん 開催 きれ ます 。 宇宙 開発 を 歴史 か 今年 の 夏 で ちょ うど 20 周 年 と な り ま し 飾ら れ て いる 「 は や ぶさ 」 と 、 向かい の 相模 原市 立 博物 展示 され て いま す 。 
6 将来 まで が っ ちり 見 る に は 「 宇 宙 博 。 た 。 20 年 前 の その と き 、 私 は NASA 館 に 展示 され て いる 「 の ぞ み ] の 、 構造 モデ ル を ベー ス 最後 の コー ナー は [| 未来 の 宇宙 開発 エリ ア ] で 、 
9 2014」、 宇 宙 の 仕事 を 体験 する に は の 地上 管制 所 か ら 向井 宇宙 飛行 に 作ら れ た 実物 大 模型 が 、 お 色直し され て 展示 され て JAXA は 宇宙 か ら の 大 陽光 発電 構想 や デブ リ 除 去 衛 星 
ググ ANNINNNOSRS き | いま す 。 一 般 的 に 失敗 と 語ら れる こと の 多い 「 の ぞ み | の 紹介 を し て いま す 。 そ の 他 、 民 間 主導 の 将来 構想 と 阪本 成一 
人 暫 MNRSN ル Pf は 、「 は や ぶさ 」 の 成功 に つなが る 大 き な 教 市 を 遺し て し て まもなく 実現 され る 見 通し の 、 民 間 に よる サブ オ SAKAMOTOSerichi 
ー G 放電 りな 乱 以 記 二 の) 7 ご 1 ) し く 記 いい = コロ Le 昌 避 ノー 朱 Le 
行 責 任 者 倫 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構) 0 上 4 $ ゝ り 、 こ れ ら が 並ん で 展示 こと で 。 一 ビタ ル 宇 宙 旅 行 の た め の 人 往 湯 和 間 の 宇宙 ステ 宇宙 科学 研究 所 教授 宇宙 科学 
生生 才 @JAXA( 寺 補完 2 0 こら お り 、 こ れ ら が 並ん で 展示 され る の は 初め て の こと で ビタ ル 呈 宙 旅 行 の た め の 仁 骨 振 や 、 民 間 の 字 宙 ステ すき 
NE ご ONO SRRSE8 訪れ て くだ さい 。 そし て 、 若 田 宇 宙 飛 す 。「 は や ぶさ 」 が 持ち 帰っ た 小惑星 イト カワ の 役 和 粒子 一 ショ ン 、 宇 宙 エ レベ ー タ ー、 月 面 基 地 構 想 な ど が 展 国立 天文 合 な ど が 運用 する アタ 
有史 社 ビー シー シー 行 十 の ISS 船長 と し て の 体験 8 国内 も 展示 され て いま す 。 示さ れ 今 後に 期待 が か か り ま す 。 03 
2014 和 9 月 1 発生 各地 の 報告 会 で 聞く こと が で きま す 。 内容 に つい て の ご 意見 : お 問い 合わ せ 先 その 他 に も 世界 初 の 小型 ソー ラー 電力 セイ ル 実 証 機 ” あり が た いこ と に 多く の メデ ィ ア に も 取り 上 げっ oo の と と も 11 
テコ 9 6 9 6 JAXA 広 報 部 (profiice@jaxaJjp) で 国立 天文 台 チ リ 観 測 所 (三鷹 勤 
1 2 https://seltkeC.jaxaJjp/space/ 「IKAROS」 の 選 (実物 ) や 、 初 公開 と な る ベビ ピコ ロン れ 、 私 自身 も NHK ラ ジオ 第 1 放送 の 「 子 ども 科学 電話 務 ) の 教授 と し て 異動 する こと に 
誠 和 員 長 上 垣内 茂 相 こめ に 期 各 \ る な か 、 inquiries/i ) 2 前 2 2 的 拉 な た 。 これ まで 宇宙 
Fo OO 0 計画 で の 水星 気 探 衣 機 「MMO 」 の 熱 構造 モデ 相談 ] や ニコニ コ 生 放送 に 現地 か ら 出演 し た り と 、 地 リキ し し 
可 問 。 山根 NN ル 、 各 種 の 天文 観測 衛星 の 模型 な ど 、 日 本 の 宇宙 科学 力 し て いま す 。 今回 の 機会 を お 見 逃し な く ! と う ご ざ いま し た ] 


デ 


夏休み は 宇宙 で 過ごそ う 


本 誌 で ご 紹介 し て いる 「 宇 宙 情 2014] (8 こ 11 ペ ー ジ 、18 ペ ー ジ ) 以外 に も 、 
今年 の 夏 は JAXA が 協力 する 展示 や イベ ント が 盛り だ くさ ん 。 夏休み を 利用 し て ぜひ ご 来場 いた だ き 、 
アー ト か ら 打 ち 上 げ 体 験 まで 、 多 彩 な 宇宙 を お 楽し みく だ さい 。 


JAXA が 実施 し た 「 き ば ぼう] 日 本 実験 棟 で の 芸術 実験 を 
は じ め と する アー トイ ンス タレ ーション 、 人 工 衛星 や 
ロケ ッ ト の 部 品 ( フ ェアリング ) な どの 宇宙 領域 資料 、 
宇宙 に 関わ る 文学 、 マ ン ガ や アニ メー ショ ン な どの 
エン ター テイ ン メ ント 領域 、 参 加 体験 型 作品 の 展示 や 
トー ク & イ ベン ト を 通じ て 宇宙 を 体験 で きま す 。 


お 仕事 体験 テー マ パ ー ク 「 カ ンド ゥ ー」 に 、JAXA 全 面 協 
力 の 「 カ ンド ウゥ ー・ ス ペー ス セ ンタ ー」 が 2014 年 6 月 1 日 
に オー プン し まし た 。 キッ ズ ク ル ー の ミッ ショ ン は 、 国 
際 宇 宙 ス テー ショ ン に 向け て 、 補 給 船 [こう の と り 」 を 
乗せ た H-IB ロ ケッ ト を 打ち 上 げ る こと 。6 名 1 組 と な 
り 、 チ ー ム ワー ク で ミッ ショ ン を 成功 に 導き ます 。 


2014 年 7 月 8 日 、 東 京 ド ー ム シテ ィ に オー プン し た 宇 
宙 ミ ュー ジア ム 「TeNQ」 は 、9 つ の エリ ア を 巡り な が ら 
最 先端 の サイ エン ス や 宇宙 か ら イ ンス ピ レ ー シ ョ ン を 
受け た カル チャ ー を 楽し め る エン ター テイ ン メ ント ・ 
ミュ ー ジ アム で す 。 直 径 11 m の 大 き な 穴 が 開い た [シア 
ター 宙 」] で は 、 国際 宇宙 ステ ーション か ら 見 下ろ し た 地 
球 の 実写 映像 な ど 迫 力 の 映像 を 、 宇 宙 か ら 眺 め る 感覚 
で 楽し むこ と が で きま す 。 


アー「JAXA'S」 配送 サー ビス を ご 利用 くだ さい 。・- ヽ 、 
i ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ 「]JAXA'S] を 
, 配送 し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要する 
, 実費 を ご 負担 いた だ く こと に な り ま す 。 詳し く は 下記 
ウェ ブサ イト を ご 覧 くだ きい 。 
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便 お 問い 合わ せ 先 

一 般 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
広報 ・ 調 査 事業 部 「JAXA's」] 配送 サー ビス 窓口 
TEL:03-6206-4902 
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M I 選 ( VEGE7ABLE 
リサ イク ル で きま す 。 棄 パ ルプ 配合 率 100% 再 生 紙 を 倍 用 @L /MK 


この 印刷 物 は 、 印 刷 用 の 紙 へ 


広報 部 〒101-8008 東京 都 千代 田 区 神田 駿河 台 4-6 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 
御茶ノ水 ソラ シテ ィ メー ル サ ー ビ ス http://fanfun.jaxa.jp/media/mail/ 
TEL:03-5289-3650 FAX:03-3258-5051 JAXA's 配 送 サ ービス http://www.jaxas.jp/ 
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